
・ 

Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
情
報
だ
け
で
な
く
、
経
路
情
報
の

把
握
が
可
能
と
な
る

な
ど
、
格
段
に
進
化
し
た
機
能
を
有
し
て
お
り
、
道
路

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
政
策
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
に
大
き
く
寄
与
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
か
ら
得
ら
れ
る
車
線
ご
と
の
旅
行
速

度
な
ど
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道

路
の
速
度
低
下
の
原
因
箇
所
を
特
定
し
、
効
果
的・効

率
的
に
是
正
す
る﹃
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策
﹄の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
協
議
会

が
発
表
し
た「
主
要
渋
滞
箇
所
に
お
け
る
対
応
の
基
本

方
針
」に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、例

え
ば
、
特
に
激
し
い
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
東
名
高
速

海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
名
高
速
か
ら
圏
央
道

へ
向
か
う
ラ
ン
プ
車
線
を
１
車
線
か
ら
２
車
線
に
増
設
。

そ
れ
に
よ
り
、
ほ
ぼ
毎
日
３
時
間
以
上
発
生
し
て
い
た

渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
東
名
高
速
大
和
ト

ン
ネ
ル
の
上
下
線
で
付
加
車
線
設
置
、

中
央
道
上
り
線
小
仏
の
ト
ン

ネ
ル
増
設
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
に
よ

る
速
度
変
化
の
把
握
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
可
能
な
た
め
、

対
策
の
効
果
検
証
も
迅
速
に

で
き
ま
す
。
問
題
箇
所
の
発

見
↓
対
策
の
計
画
・
実
行
↓
効
果
検
証
と
い
っ
た
サ
イ

ク
ル
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
か
つ

迅
速
に
渋
滞
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

利
用
重
視
の
賢
い
新
料
金
体
系
で

車
の
流
れ
を
最
適
化

道
路
の
利
用
判
断
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る「
高
速

道
路
料
金
」。
こ
れ
を
見
直
す
こ
と
で
渋
滞
緩
和
の
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
４
月
１
日
に
首
都
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料

金
を
導
入
。
整
備
の
経
緯
の
違
い
な
ど
か
ら
、
料
金
水

準
や
車
種
区
分
な
ど
が
路
線
や
区
間
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る「
整
備
重
視
」の
料
金
体
系
を
、大
都
市
近
郊
区

間
の
料
金
水
準
に
統
一
す
る
と
と
も
に
、
５
車
種
区
分

に
統
一
す
る
な
ど
、
対
距
離
制
を
基
本
と
し
た「
利
用

重
視
」の
料
金
体
系
に
移
行
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
年
同
月
と
比
べ
て
都
心
を
通
過
し
て

東
名
高
速
と
東
北
道
を
行
き
来
す
る
車
は
約
５
割
減

少
す
る一方
で
、圏
央
道
の
交
通
量
は
約
３
割
増
加
。首

都
高
速
道
路
の
交
通
量
は
約
１
％
程
度
減
少
し
、渋
滞

時
間
は
約
１
割
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
首
都
高
速
で
は
走
行
距
離
に
応
じ
た
料
金
と

な
る
一
方
、下
限
料
金
の
引
き
下
げ
で
短
距
離
利
用
が

増
加
し
、
港
区
青
山
近
辺
の
一
般
道
の
交
通
量
が
約

７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
例
え
ば
都
心
部
が

混
雑
し
て
い
る
場
合
は
圏
央
道
の
料
金
を
安
く
す
る
な

ど
、混
雑
状
況
に
応
じ
て
変
動
す
る
機
動
的
な
料
金
体

系
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

今
後
は
圏
央
道
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
物
流

施
設
の
立
地
も
進
展
し
て
い
る
中
、
新
料
金
体
系
の
効

果
と
相
ま
っ
て
、
さ
ら
に
首
都
圏
の
交
通
流
動
の
最
適

化
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特集

生産性革命元年
未来を切り拓き、さらなる経済成長へ

海老名ジャンクション　外回り方面
ランプウエイ2車線運用

起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現
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県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県
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福
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分
県
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鹿
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首都圏 中京圏

京阪神圏至八王子

名古屋方面から
のランプ（１車線）

東京方面からの
ランプ（１車線）

●運用開始前 ●運用開始後

ラ
ン
プ
合
流
部
　１
車
線

ラ
ン
プ
合
流
部
　２
車
線

至八王子

名古屋方面から
のランプ（１車線）

東京方面からの
ランプ（１車線）

大和トンネル付近の渋滞状況（上り線）

料金

都心経由 圏央道経由

3,930 円
5,050 円

厚木 IC～桜土浦 IC の場合
3,930 円へ
引き下げ

東
 京

 外
 か く 環 状 道 路

圏央道経由の
料金

都心経由の
料金

八王子IC
大泉JCT

練馬IC

境古河IC

成田IC

成田空港

羽田空港

松尾横芝IC

新空港
IC

大栄JCT

東金JCT

千葉東JCT

宮野木JCT

高谷
JCT

京葉口

葛
西

つくば
中央IC

つくばJCT
久喜白岡JCT

戸塚
終点

高井戸IC

東京IC

玉川IC

厚木IC

海
老
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ

海老名南
JCT

寒川北IC

伊勢原
JCT

八王子
JCT

東京湾

中央道
京葉道路 東関道

千葉東金道路

東
北
道

館
山
道

常
磐
道

関
越
道

東京湾
アクアライン

圏
央
道

第
三
京
浜

圏
央
道

東
名

高
速

東京湾岸道路

　新東名

圏央道の利用が
料金面において不利にならないよう、
経路によらず、起終点間の最短距離を

基本に料金を決定
圏央道経由の料金＞都心経由の料金

圏央道経由の料金を引き下げ

7 ※　下り坂から上り坂にさしかかる凹んだ部分

渋
滞
解
消
で
生
産
性
を
ア
ッ
プ
さ
せ
る

社会のベース

渋
滞
に
遭
っ
て
貴
重
な
時
間
が
ム
ダ
に
！	

そ
ん
な

経
験
は
き
っ
と
誰
も
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
渋
滞
の

時
間
が
物
流
産
業
、
ひ
い
て
は
日
本
経
済
に
と
っ
て
も

大
き
な
損
失
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
。「
社
会
の
ベ
ー
ス
」の
生
産
性
を
高
め
る

た
め
、
さ
ら
に
効
果
的
に
渋
滞
を
解
消
し
よ
う
と
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
が
進
ん
で
い
ま
す
。

年
間
の
渋
滞
損
失
は

約
２
８
０
万
人
分
の
労
働
力
に
匹
敵
!?

日
本
の
渋
滞
損
失
時
間
が
明
ら
か
に

渋
滞
に
よ
っ
て
私
た
ち
は
ど
の
く
ら
い
の
時
間
を＂
ム

ダ
＂に
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
試
算
さ
れ
た
年
間
渋

滞
損
失
時
間
は
一
人
あ
た
り
約
40
時
間
。こ
れ
は
な
ん

と
道
路
で
の
移
動
時
間
の
約
４
割
に
相
当
し
ま
す
。
さ

ら
に
全
人
口
で
換
算
す
る
と
50
億
人
時
間
と
な
り
、
約

２
８
０
万
人
分
の
労
働
力
に
匹
敵
し
ま
す
。つ
ま
り
、渋

滞
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
り
、
個
人
は
も
ち
ろ
ん
、
産

業
や
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
生
産
性
が
大
き
く
向
上
す

る
と
い
う
わ
け
で
す
。
少
子
高
齢
化
社
会
に
お
け
る
労

働
力
確
保
の
観
点
か
ら
も
渋
滞
は
大
き
な
課
題
と
い

え
る
で
し
ょ
う
。

﹃
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策
﹄に
よ
る

効
率
的
な
渋
滞
対
策
を
目
指
す

人
流
・
物
流
は
あ
ら
ゆ
る
生
産
活
動
の
根
幹
で
す
。

高
速
道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
の
渋
滞
損
失
の
削

減
を
図
る
こ
と
で
、
労
働
者
の
減
少
を
上
回
る
生
産
性

の
向
上
を
目
指
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

高
速
道
路
の
渋
滞
に
つ
い
て
は
、
普
及
率
９
割
の
Ｅ

Ｔ
Ｃ
に
よ
っ
て
料
金
所
で
の
渋
滞
は
ほ
ぼ
解
消
さ
れ
ま

し
た
が
、
現
在
は「
サ
グ
部

※

お
よ
び
上
り
坂
」な
ど
の

構
造
上
の
問
題
で
、速
度
が
低
下
し
交
通
が
集
中
す
る

こ
と
が
渋
滞
要
因
の
28
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
サ
グ
部
を
含
め
、
高
速
道
路
全
２
５
４
８
区
間
の

約
１
割
の
区
間
で
、
全
渋
滞
の
約
４
割
が
発
生
し
て
お

り
、的
確
な
対
策
を
と
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
構
造
上
の
問
題
に

よ
る
速
度
低
下
箇
所
に
つ
い
て
、

道
路
交
通
状
況
を
効
率
的
に
、常

時
か
つ
精
緻
に
把
握
す
る
こ
と

が
可
能
な
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
に
よ
り
、

「
見
え
る
化
」す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
ま
し
た
。
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０

は
、こ
れ
ま
で
の
Ｅ
Ｔ
Ｃ
と
比
べ
て
、

・ 

大
量
の
情
報
の
送
受
信
が
可

　 

能
と
な
る

人口あたり渋滞損失時間

平成27年  IC区間別※１の
渋滞ワーストランキング※２（年間合計）

上位5区間

渋滞損失時間の割合

高速道路の渋滞と主な要因

（出典：渋滞損失時間は平成24年度プローブデータ
　　　人口は総務省統計資料（平成24.10））

（出典：NEXCO3社が管理する高速道路における
		要因別渋滞量（平成25年（2013年）1月～12月））
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山
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香
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知
県

福
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分
県

宮
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首都圏 中京圏

京阪神圏

一人あたり約100時間

一人あたり約40時間

損失時間
混雑で余計にかる時間

約50億人・時間

約４割

基準所要時間
すいている時の走行時間

約80億人・時間

1位 134 東名高速道路 海老名JCT～横浜町田（上り13.9km）　

2位 126 東名高速道路 東名川崎～東京（上り7.7km）　

3位 107 東名高速道路 横浜町田～海老名JCT（下り14.0km）　

4位 101 中央自動車道 調布～高井戸（上り7.7km）

5位 100 中国自動車道 西宮山口JCT～宝塚（上り10.3km）

※１　上り・下り（内回・外回）を分けて集計
※２　対象は７時～１９時（１２時間）

順位
渋滞損失時間（単位：万人・時間/年）
路線名 区間名（方向・延長）

（出典：渋滞損失時間は平成24年度
プローブデータ。人口は総務省統計
資料（平成24.10））

インター
チェンジ
約10％

接続道路からの渋滞など
約26％

事故
約20%

工事
約12％

その他 約5%
サグ部および
上り坂
約28％

渋滞損失は移動時間の約４割
年間約50億人時間、約280万人分の労働力に匹敵
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・ 

Ｉ
Ｃ
の
出
入
り
情
報
だ
け
で
な
く
、
経
路
情
報
の

把
握
が
可
能
と
な
る

な
ど
、
格
段
に
進
化
し
た
機
能
を
有
し
て
お
り
、
道
路

利
用
者
は
も
ち
ろ
ん
、
道
路
政
策
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
メ

リ
ッ
ト
を
も
た
ら
し
、
Ｉ
Ｔ
Ｓ
推
進
に
大
き
く
寄
与
す

る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
か
ら
得
ら
れ
る
車
線
ご
と
の
旅
行
速

度
な
ど
の
デ
ー
タ
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
高
速
道

路
の
速
度
低
下
の
原
因
箇
所
を
特
定
し
、
効
果
的・効

率
的
に
是
正
す
る﹃
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
対
策
﹄の
取
り
組
み

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
、
首
都
圏
渋
滞
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
協
議
会

が
発
表
し
た「
主
要
渋
滞
箇
所
に
お
け
る
対
応
の
基
本

方
針
」に
基
づ
い
た
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、例

え
ば
、
特
に
激
し
い
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
東
名
高
速

海
老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
は
、
東
名
高
速
か
ら
圏
央
道

へ
向
か
う
ラ
ン
プ
車
線
を
１
車
線
か
ら
２
車
線
に
増
設
。

そ
れ
に
よ
り
、
ほ
ぼ
毎
日
３
時
間
以
上
発
生
し
て
い
た

渋
滞
が
解
消
さ
れ
ま
し
た
。今
後
は
東
名
高
速
大
和
ト

ン
ネ
ル
の
上
下
線
で
付
加
車
線
設
置
、

中
央
道
上
り
線
小
仏
の
ト
ン

ネ
ル
増
設
な
ど
が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
Ｅ
Ｔ
Ｃ
２・０
に
よ

る
速
度
変
化
の
把
握
は
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
可
能
な
た
め
、

対
策
の
効
果
検
証
も
迅
速
に

で
き
ま
す
。
問
題
箇
所
の
発

見
↓
対
策
の
計
画
・
実
行
↓
効
果
検
証
と
い
っ
た
サ
イ

ク
ル
を
ス
ピ
ー
デ
ィ
に
行
う
こ
と
で
、よ
り
効
果
的
か
つ

迅
速
に
渋
滞
の
解
消
を
図
り
ま
す
。

利
用
重
視
の
賢
い
新
料
金
体
系
で

車
の
流
れ
を
最
適
化

道
路
の
利
用
判
断
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る「
高
速

道
路
料
金
」。
こ
れ
を
見
直
す
こ
と
で
渋
滞
緩
和
の
効

果
が
得
ら
れ
る
こ
と
が
実
証
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
４
月
１
日
に
首
都
圏
の
新
た
な
高
速
道
路
料

金
を
導
入
。
整
備
の
経
緯
の
違
い
な
ど
か
ら
、
料
金
水

準
や
車
種
区
分
な
ど
が
路
線
や
区
間
に
よ
っ
て
異
な
っ

て
い
る「
整
備
重
視
」の
料
金
体
系
を
、大
都
市
近
郊
区

間
の
料
金
水
準
に
統
一
す
る
と
と
も
に
、
５
車
種
区
分

に
統
一
す
る
な
ど
、
対
距
離
制
を
基
本
と
し
た「
利
用

重
視
」の
料
金
体
系
に
移
行
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
前
年
同
月
と
比
べ
て
都
心
を
通
過
し
て

東
名
高
速
と
東
北
道
を
行
き
来
す
る
車
は
約
５
割
減

少
す
る一方
で
、圏
央
道
の
交
通
量
は
約
３
割
増
加
。首

都
高
速
道
路
の
交
通
量
は
約
１
％
程
度
減
少
し
、渋
滞

時
間
は
約
１
割
減
少
し
ま
し
た
。

ま
た
首
都
高
速
で
は
走
行
距
離
に
応
じ
た
料
金
と

な
る
一
方
、下
限
料
金
の
引
き
下
げ
で
短
距
離
利
用
が

増
加
し
、
港
区
青
山
近
辺
の
一
般
道
の
交
通
量
が
約

７
％
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
例
え
ば
都
心
部
が

混
雑
し
て
い
る
場
合
は
圏
央
道
の
料
金
を
安
く
す
る
な

ど
、混
雑
状
況
に
応
じ
て
変
動
す
る
機
動
的
な
料
金
体

系
の
導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る
予
定
で
す
。

今
後
は
圏
央
道
な
ど
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
整
備
や
物
流

施
設
の
立
地
も
進
展
し
て
い
る
中
、
新
料
金
体
系
の
効

果
と
相
ま
っ
て
、
さ
ら
に
首
都
圏
の
交
通
流
動
の
最
適

化
が
進
む
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

特集

生産性革命元年
未来を切り拓き、さらなる経済成長へ

海老名ジャンクション　外回り方面
ランプウエイ2車線運用

起終点を基本とした継ぎ目のない料金の実現
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北
海
道

青
森
県

岩
手
県

宮
城
県

秋
田
県

山
形
県

福
島
県

茨
城
県

栃
木
県

群
馬
県

埼
玉
県

千
葉
県

東
京
都

神
奈
川
県

新
潟
県

富
山
県

石
川
県

福
井
県

山
梨
県

長
野
県

岐
阜
県

静
岡
県

愛
知
県

三
重
県

滋
賀
県

京
都
府

大
阪
府

兵
庫
県

奈
良
県

和
歌
山
県

鳥
取
県

島
根
県

岡
山
県

広
島
県

山
口
県

徳
島
県

香
川
県

愛
媛
県

高
知
県

福
岡
県

佐
賀
県

長
崎
県

熊
本
県

大
分
県

宮
崎
県

鹿
児
島
県

沖
縄
県

首都圏 中京圏

京阪神圏至八王子

名古屋方面から
のランプ（１車線）

東京方面からの
ランプ（１車線）

●運用開始前 ●運用開始後

ラ
ン
プ
合
流
部
　１
車
線

ラ
ン
プ
合
流
部
　２
車
線

至八王子

名古屋方面から
のランプ（１車線）

東京方面からの
ランプ（１車線）

大和トンネル付近の渋滞状況（上り線）

料金

都心経由 圏央道経由

3,930 円
5,050 円

厚木 IC～桜土浦 IC の場合
3,930 円へ
引き下げ

東
 京

 外
 か く 環 状 道 路

圏央道経由の
料金

都心経由の
料金

八王子IC
大泉JCT

練馬IC

境古河IC

成田IC

成田空港

羽田空港

松尾横芝IC

新空港
IC

大栄JCT

東金JCT

千葉東JCT

宮野木JCT

高谷
JCT

京葉口

葛
西

つくば
中央IC

つくばJCT
久喜白岡JCT

戸塚
終点

高井戸IC

東京IC

玉川IC

厚木IC

海
老
名
Ｊ
Ｃ
Ｔ

海老名南
JCT

寒川北IC

伊勢原
JCT

八王子
JCT

東京湾

中央道
京葉道路 東関道

千葉東金道路

東
北
道

館
山
道

常
磐
道

関
越
道

東京湾
アクアライン

圏
央
道

第
三
京
浜

圏
央
道

東
名

高
速

東京湾岸道路

　新東名

圏央道の利用が
料金面において不利にならないよう、
経路によらず、起終点間の最短距離を

基本に料金を決定
圏央道経由の料金＞都心経由の料金

圏央道経由の料金を引き下げ
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